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酒向 慎司 研究シーズ

⼿話を使う⼈が⾃分の⼿話を相⼿に
伝えるための技術を研究開発しています



酒向 慎司 研究シーズ

①⼿話を使う⼈にとって⾳声⽇本語は別の⾔語
筆談ではなく⺟語である⼿話で直接意思疎通が
できることが望ましい

②⾃分の意志をいつでも・どこでも誰かに伝えるためには..
• ⼿話を使う⼈が常に携帯でき
• ⾃分の⼿話の様⼦を取得する技術が必要

社会背景と技術的課題



本技術の特徴

• ⾝体動作追跡（ボディトラッキング）を⾃⼰
視点映像から⾏う

→特殊なセンサ等の装着が不要
→第三者が撮影することなく本⼈が携帯可能
→装着⽅法に合わせた⼤量の映像データが不要
→既存の⼿話認識エンジンの流⽤が可能

酒向 慎司 研究シーズ

手話認識エンジン



従来技術との⽐較 酒向 慎司 研究シーズ

本技術先⾏技術２先⾏技術１

⾃⼰視点映像モーションキャプチャ対⾯映像原理・⽅法

△○△正確性

○△△携帯性

○×○コスト



• 画像認識技術による3Dポーズ推定モデル
– 2D推定モジュール＋軽量な3D推定モジュール

• 3Dモーションデータを利⽤した疑似画像⽣成
– ⼤量の⼀⼈称視点映像の収集は困難
– 3Dモーションデータから疑似的に⽣成しモデルの
学習に利⽤

• プロトタイプシステムの作成
– ⺠⽣⽤の全⽅位カメラ
– シングルボードGPUによる性能評価
– ⼿話認識エンジンを⽤いた性能評価

具体的な取り組み 酒向 慎司 研究シーズ



• ⾃⼰視点映像によるボディトラッキングを活⽤したい
• 聴覚障害者の意思疎通を円滑化したい
企業様との連携が可能です

• ⼿話以外にも聴覚障害者の当事者や⽀援者に役⽴つ技術について取
り組んでいますのでお問合せください

求める連携先・メッセージ 酒向 慎司 研究シーズ



酒向 慎司 研究シーズ本技術に関する情報
試作品の状況
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基礎固め 実⽤性評価

※提供の際は諸⼿続が必要となるため、下記問合せ先までご連絡願います。

研究フェーズ

⽂献・特許の情報



【お問合せ】
名古屋工業大学産学官金連携機構
〒466-8555 名古屋市昭和区御器所町字木市29番

TEL:052-735-5627
E-mail: nitfair@adm.nitech.ac.jp

URL: https://technofair.web.nitech.ac.jp/


	



